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Painted History

〈
光
の
刻
印
画
〉か
ら
バ
ス
カ
メ
ラ
ま
で

画
家
た
ち
の
美
術
史

セルフ・ポートレート（1988年）。鉄の彫刻から、ペンラ
イトを使って行為の痕跡をフィルムに焼き付ける作品を
制作するようになっていた

鷹
見
明
彦
＝
文

土
曜
日
の
昼
下
が
り
、
銀
座
近
く
の

バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
、
あ
る
ツ
ア
ー
の
参

加
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
予
定
時
刻

に
な
る
と
、
運
転
席
以
外
の
窓
を
す
べ

て
暗
幕
で
遮
蔽
し
た
１
台
の
バ
ス
が
や
っ

て
来
る
。
暗
室
と
な
っ
た
座
席
に
座
っ
て

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
と
、
車
窓
に
取
り
付

け
ら
れ
た
レ
ン
ズ
の
穴
が
開
か
れ
る
。

「
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ
バ
ス
カ
メ
ラ

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
体
験
ツ
ア
ー
の
始
ま
り
だ
。

移
動
す
る
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ（
暗
箱

カ
メ
ラ
）
に
よ
っ
て
、
原
初
的
な
映
像
体

験
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
を
務
め
る
作
家
は
、

山
形
県
酒
田
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
。

「
中
学
、
高
校
は
、
70
年
代
の
半
ば
の
学

園
紛
争
後
の
嵐
の
後
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
美
術
の
部
活
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
美

術
が
好
き
に
な
っ
た
の
は
、
中
学
の
美
術

の
授
業
で
、
木
彫
り
で
つ
く
っ
た
人
の
頭

部
の
作
品
を
ほ
め
ら
れ
た
の
が
、
き
っ
か

け
で
す
」。

や
が
て
マ
イ
ヨ
ー
ル
や
ブ
ー
ル
デ
ル
、
デ

ス
ピ
オ
な
ど
の
彫
刻
を
知
り
、
憧
れ
て

東
京
の
美
術
予
備
校
の
講
習
会
に
行
っ

て
、
美
大
の
彫
刻
科
を
め
ざ
し
た
。
１

Untitled 1987
ゼラチン・シルバー・プリント　
28×35.6cm 国際交流基金蔵

佐
藤
時
啓

29

1987
「ひと月かけてつくる
立体よりも、30分間、
光でドローイングした
残像のほうが、
行為性が際立つように
思えました」
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（
１
９
９
６
）は
、
手
鏡
の
反
射
光
を
使
っ
た

多
く
の
作
品
の
う
ち
の
一
点
。「
ラ
イ

ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
作
品
は
、
夜
や
地

下
室
の
よ
う
な
遮
光
さ
れ
た
場
所
で
撮

影
し
ま
し
た
が
、
明
る
い
と
き
に
も
制

作
で
き
な
い
か
と
考
え
て
、
太
陽
光
を

反
射
す
る
手
鏡
で
、
動
い
た
位
置
を
光

点
と
し
て
焼
き
付
け
る
方
法
を
思
い
つ

き
ま
し
た
」。

「
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
と
き
は
、
カ
メ
ラ
に
対

し
て
動
く
と
き
に
建
物
の
タ
イ
ル
の
線
な

ど
を
位
置
の
目
安
に
し
ま
し
た
が
、
鏡

の
場
合
は
、
離
れ
た
距
離
だ
と
レ
ン
ズ
に

光
が
届
い
た
か
ど
う
か
わ
か
り
に
く
い

の
で
、
カ
メ
ラ
の
周
囲
に
反
射
テ
ー
プ
を

張
っ
て
確
認
し
ま
す
」。

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
場
所
で
始
ま
っ
た
写

真
に
よ
る
作
品
の
制
作
だ
っ
た
が
、
手
鏡

を
使
う
こ
ろ
に
は
、
社
会
や
歴
史
を
背

景
に
、
意
味
を
持
つ
風
景
の
作
品
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。「
す
で
に
取
り
壊
さ
れ

再
開
発
さ
れ
た
代
官
山
の
同
潤
会
ア
パ

ー
ト
も
そ
う
で
す
が
、
写
真
の
作
品
を

つ
く
り
だ
し
た
の
が
バ
ブ
ル
と
、
そ
れ
が

サイトシーイングバスカメ
ラ プロジェクト vol.3
2005年3月12日　
東京・銀座周辺
上――バスカメラの車内
下――バスカメラ
暗箱カメラにした路線バ
スを東京・八重洲の発着
場から1時間おきに8便
運行。丸の内～東京駅～
皇居前～日比谷～有楽
町のコースを巡回した

て
い
る
の
は
、
鉄
棒
を
溶
接
し
た
彫
刻
で

す
が
、
右
側
は
、
そ
の
形
を
ペ
ン
ラ
イ
ト

で
な
ぞ
っ
た
行
為
の
跡
で
す
」。

「
鉄
の
彫
刻
も
、
素
材
に
身
体
を
働
き

か
け
る
行
為
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
行

為
の
跡
が
純
化
さ
れ
て
観
え
る
こ
の
方

法
は
、
よ
り
行
為
性
を
際
立
た
せ
る
よ

う
に
思
え
た
の
で
す
。
ひ
と
月
か
け
て
つ

９
７
７
年
、
東
京
芸
術
大
学
の
彫
刻
科

に
入
学
。

「
大
学
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
マ
ン
ズ
ー
や
マ

リ
ー
ニ
の
よ
う
な
具
象
彫
刻
を
目
標
に

し
ま
し
た
が
、
多
摩
美
か
ら
大
学
院
に

来
た
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
画
廊
め
ぐ
り

を
す
る
う
ち
に
、
大
学
と
外
の
世
界
の

違
い
を
知
り
ま
し
た
」。

ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ズ
、
も
の
派
な
ど
に
惹

か
れ
た
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ラ
の
作
品

に
出
会
っ
て
衝
撃
を
受
け
て
、
鉄
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。

「
セ
ラ
の
よ
う
に
重
厚
な
物
質
感
を
強

調
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
鉄
板

を
叩
き
つ
ぶ
し
た
細
い
鉄
の
棒
の
溶
接

を
く
り
返
し
て
、
行
為
自
体
が
形
に
な

っ
た
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
」。

80
年
代
の
半
ば
ま
で
は
、
鉄
の
彫
刻

に
火
や
水
、
土
、
植
物
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
様
々
な

環
境
に
設
置
す
る
時
期
が
つ
づ
い
た
。

《U
n
titled

》（
１
９
８
７
）は
、
ペ
ン
ラ
イ
ト

の
光
跡
を
長
時
間
露
光
で
撮う
つ

し
込
ん
だ

作
品
の
最
初
期
の
一
点
。「
左
側
に
写
っ

ワンダリングカメラプロジェクト　2000～
ギャラリーGANでの展示（2001年） 撮影＝桜井ただひさ

2005
「カメラ・オブスクラ（暗箱カメラ）という原初的な現象に

身体ごと加わることから、代替できない映像体験の

可能性が生まれます」

「Photo-Respirationシリ
ーズ」より
“# 2 8 3  D o j u n k a i
A p a r t m e n t h o u s e”
1996
ゼラチン・シルバー・プリ
ント、トランスペアレンシ
ー　96×120cm
「さようなら同潤会代官
山アパート展―『再生と
記憶』」同潤会代官山アパ
ート（東京、1996）で制作、
展示

く
る
立
体
よ
り
も
、
30
分
間
、
ペ
ン
ラ
イ

ト
を
持
っ
て
空
間
に
直
接
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

し
た
残
像
の
ほ
う
が
」。

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
の
な
か

で
の
展
示
は
、
写
真
に
し
か
残
ら
な
い

経
験
や
、
友
人
が
手
に
入
れ
た
８
×
10
の

中
古
カ
メ
ラ
の
暗
幕
を
覗
い
た
と
き
に

映
り
込
ん
だ
逆
さ
の
映
像
の
ク
リ
ア
ー

さ
も
、
表
現
の
媒
体
を
「
写
真
に
横
飛
び

さ
せ
る
」
動
機
に
な
っ
た
。

大
学
の
地
下
室
や
ビ
ル
の
階
段
と
い
っ

た
匿
名
的
な
場
所
を
選
ん
で
、
そ
の
場

と
時
間
を
行
為
の
光
跡
で
充
た
し
た
大

型
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
写
真
に
よ
る
連
作
が
制

作
さ
れ
て
い
っ
た
。「
撮
影
時
の
自
分
に
は

見
え
な
い
残
像
へ
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
フ
ィ
ル
ム
に
定
着
さ
れ
た
像
の
落
差
に

は
、
新
鮮
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
し

た
」。78

年
に
は
、
芸
大
に
写
真
セ
ン
タ
ー
が

で
き
て
、
学
生
が
設
備
を
使
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が
、
86
年
に
同
セ
ン
タ
ー

の
助
手
に
な
っ
た
。
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
作
品

は
、
現
代
写
真
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。

「P
h
o
to

-R
esp

iratio
n

」シ
リ
ー
ズ
よ
り

1996 「明るいときにも制作ができないかと考えて、

手鏡で陽光を反射する方法を思いつきました」
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（
１
９
９
６
）は
、
手
鏡
の
反
射
光
を
使
っ
た

多
く
の
作
品
の
う
ち
の
一
点
。「
ラ
イ

ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
作
品
は
、
夜
や
地

下
室
の
よ
う
な
遮
光
さ
れ
た
場
所
で
撮

影
し
ま
し
た
が
、
明
る
い
と
き
に
も
制

作
で
き
な
い
か
と
考
え
て
、
太
陽
光
を

反
射
す
る
手
鏡
で
、
動
い
た
位
置
を
光

点
と
し
て
焼
き
付
け
る
方
法
を
思
い
つ

き
ま
し
た
」。

「
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
と
き
は
、
カ
メ
ラ
に
対

し
て
動
く
と
き
に
建
物
の
タ
イ
ル
の
線
な

ど
を
位
置
の
目
安
に
し
ま
し
た
が
、
鏡

の
場
合
は
、
離
れ
た
距
離
だ
と
レ
ン
ズ
に

光
が
届
い
た
か
ど
う
か
わ
か
り
に
く
い

の
で
、
カ
メ
ラ
の
周
囲
に
反
射
テ
ー
プ
を

張
っ
て
確
認
し
ま
す
」。

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
場
所
で
始
ま
っ
た
写

真
に
よ
る
作
品
の
制
作
だ
っ
た
が
、
手
鏡

を
使
う
こ
ろ
に
は
、
社
会
や
歴
史
を
背

景
に
、
意
味
を
持
つ
風
景
の
作
品
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。「
す
で
に
取
り
壊
さ
れ

再
開
発
さ
れ
た
代
官
山
の
同
潤
会
ア
パ

ー
ト
も
そ
う
で
す
が
、
写
真
の
作
品
を

つ
く
り
だ
し
た
の
が
バ
ブ
ル
と
、
そ
れ
が

サイトシーイングバスカメ
ラ プロジェクト vol.3
2005年3月12日　
東京・銀座周辺
上――バスカメラの車内
下――バスカメラ
暗箱カメラにした路線バ
スを東京・八重洲の発着
場から1時間おきに8便
運行。丸の内～東京駅～
皇居前～日比谷～有楽
町のコースを巡回した

て
い
る
の
は
、
鉄
棒
を
溶
接
し
た
彫
刻
で

す
が
、
右
側
は
、
そ
の
形
を
ペ
ン
ラ
イ
ト

で
な
ぞ
っ
た
行
為
の
跡
で
す
」。

「
鉄
の
彫
刻
も
、
素
材
に
身
体
を
働
き

か
け
る
行
為
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
行

為
の
跡
が
純
化
さ
れ
て
観
え
る
こ
の
方

法
は
、
よ
り
行
為
性
を
際
立
た
せ
る
よ

う
に
思
え
た
の
で
す
。
ひ
と
月
か
け
て
つ

９
７
７
年
、
東
京
芸
術
大
学
の
彫
刻
科

に
入
学
。

「
大
学
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
マ
ン
ズ
ー
や
マ

リ
ー
ニ
の
よ
う
な
具
象
彫
刻
を
目
標
に

し
ま
し
た
が
、
多
摩
美
か
ら
大
学
院
に

来
た
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
画
廊
め
ぐ
り

を
す
る
う
ち
に
、
大
学
と
外
の
世
界
の

違
い
を
知
り
ま
し
た
」。

ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ズ
、
も
の
派
な
ど
に
惹

か
れ
た
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ラ
の
作
品

に
出
会
っ
て
衝
撃
を
受
け
て
、
鉄
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。

「
セ
ラ
の
よ
う
に
重
厚
な
物
質
感
を
強

調
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
鉄
板

を
叩
き
つ
ぶ
し
た
細
い
鉄
の
棒
の
溶
接

を
く
り
返
し
て
、
行
為
自
体
が
形
に
な

っ
た
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
」。

80
年
代
の
半
ば
ま
で
は
、
鉄
の
彫
刻

に
火
や
水
、
土
、
植
物
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
様
々
な

環
境
に
設
置
す
る
時
期
が
つ
づ
い
た
。

《U
n
titled

》（
１
９
８
７
）は
、
ペ
ン
ラ
イ
ト

の
光
跡
を
長
時
間
露
光
で
撮う
つ

し
込
ん
だ

作
品
の
最
初
期
の
一
点
。「
左
側
に
写
っ

ワンダリングカメラプロジェクト　2000～
ギャラリーGANでの展示（2001年） 撮影＝桜井ただひさ

2005
「カメラ・オブスクラ（暗箱カメラ）という原初的な現象に

身体ごと加わることから、代替できない映像体験の

可能性が生まれます」

「Photo-Respirationシリ
ーズ」より
“# 2 8 3  D o j u n k a i
A p a r t m e n t h o u s e”
1996
ゼラチン・シルバー・プリ
ント、トランスペアレンシ
ー　96×120cm
「さようなら同潤会代官
山アパート展―『再生と
記憶』」同潤会代官山アパ
ート（東京、1996）で制作、
展示

く
る
立
体
よ
り
も
、
30
分
間
、
ペ
ン
ラ
イ

ト
を
持
っ
て
空
間
に
直
接
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

し
た
残
像
の
ほ
う
が
」。

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
の
な
か

で
の
展
示
は
、
写
真
に
し
か
残
ら
な
い

経
験
や
、
友
人
が
手
に
入
れ
た
８
×
10
の

中
古
カ
メ
ラ
の
暗
幕
を
覗
い
た
と
き
に

映
り
込
ん
だ
逆
さ
の
映
像
の
ク
リ
ア
ー

さ
も
、
表
現
の
媒
体
を
「
写
真
に
横
飛
び

さ
せ
る
」
動
機
に
な
っ
た
。

大
学
の
地
下
室
や
ビ
ル
の
階
段
と
い
っ

た
匿
名
的
な
場
所
を
選
ん
で
、
そ
の
場

と
時
間
を
行
為
の
光
跡
で
充
た
し
た
大

型
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
写
真
に
よ
る
連
作
が
制

作
さ
れ
て
い
っ
た
。「
撮
影
時
の
自
分
に
は

見
え
な
い
残
像
へ
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
フ
ィ
ル
ム
に
定
着
さ
れ
た
像
の
落
差
に

は
、
新
鮮
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
し

た
」。78

年
に
は
、
芸
大
に
写
真
セ
ン
タ
ー
が

で
き
て
、
学
生
が
設
備
を
使
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が
、
86
年
に
同
セ
ン
タ
ー

の
助
手
に
な
っ
た
。
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
作
品

は
、
現
代
写
真
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。
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ズ
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さとう・ときひろ 1957年山形県生まれ。81年東京芸術大学
美術学部彫刻科卒業。83年同大学院修士課程修了。93年ダ
イムラー・アート・スカラシップでフランスに滞在。94年文化庁
在外研修員としてイギリスに滞在。99年第9回バングラデシュ・
ビエンナーレ優秀賞。2005年文部科学省グランドでニューヨー
クに滞在。現在、東京芸術大学先端表現科助教授。
主な個展に1982年ときわ画廊（東京）、83,88年ルナミ画廊（東
京）、93年アジャン美術館（フランス）、スパイラルガーデン（東
京）、96,99,2001,05年ギャラリーGAN（東京）、98,00年レスリ
ー・トンコノウ・ギャラリー（ニューヨーク）、99年酒田市美術館
（山形）、03年クリーブランド美術館（アメリカ）、04年山口芸術
情報センター（山口）、埼玉県立近代美術館、05年シカゴ美術
館（アメリカ）など。
主なグループ展は、81年「第15回現代日本美術展」（東京都美
術館、〔埼玉県立近代美術館賞、いわき市立美術館賞ほかを受
賞〕）、90年「東川国際写真フェスティバル」（北海道、新人賞受
賞）、「日本の現代写真・12の指標」（東京都写真美術館／パリ
巡回）、94年「液晶未来」（イギリスほか巡回）、95年「灰塚アー
スワークスプロジェクト」（広島）、95～96年「空間・時間・記憶」
（原美術館、東京／ロサンゼルス・カウンティ美術館ほか巡回）、
96年「光へのまなざし」（いわき市立美術館、福島）、97年「第6
回ハバナ・ビエンナーレ」（キューバ）、00年「第１回越後妻有トリ
エンナーレ」（新潟）、03年「日本写真史展」（ヒューストン美術
館／クリーブランド美術館、アメリカ）など。

「サイトシーイングバスカメラ プロジェクトvol.3 銀座」にて。
左の黄色い円は、窓の5か所に取り付けられたピンホール・
レンズの穴。背後はスクリーン（車内の映像は前ページ）。こ
れまで秋田県大潟村（2004年10月）、茨城県取手市（2004年
12月）、東京・銀座（2005年３月）の3回が実施された

車
の
幌
付
き
の
座
席
を
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス

ク
ラ
に
し
て
街
を
走
っ
て
み
た
の
が
、
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」。

２
０
０
４
年
か
ら
始
め
た
「
サ
イ
ト
シ

ー
イ
ン
グ
バ
ス
カ
メ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
バ
ス
を
そ
の
ま
ま
暗
箱
カ
メ
ラ
に

し
て
運
行
し
、
乗
客
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ピ
ン
ホ
ー
ル
映
像
と
な
っ
て
映
り
込
む
外

部
の
風
景
を
体
験
す
る
。

バ
ス
が
走
り
だ
す
と
、
通
路
に
吊
さ

れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
に
窓
の
レ
ン
ズ
か
ら
投

影
し
た
逆
さ
ま
の
街
も
動
き
は
じ
め

る
。
丸
の
内
、
東
京
駅
、
皇
居
前
、
有
楽

町
…
…
。
い
つ
も
通
り
過
ぎ
て
い
る
風
景

が
、
バ
ス
の
走
行
と
と
も
に
細
部
ま
で

生
々
し
く
映
り
込
ん
で
息
づ
く
。…
…
時

間
に
す
る
と
、
20
分
ほ
ど
の
乗
車
時
間

は
、
夢
現
の
境
界
に
滑
り
込
ん
で
漂
う

よ
う
な
体
感
を
こ
こ
ろ
の
襞ひ
だ

に
拡
げ
て
、

終
わ
っ
た
。

崩
壊
す
る
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
加

速
し
た
東
京
の
臨
海
副
都
心
や
、
そ
の

半
面
で
廃
墟
と
な
っ
て
い
く
地
方
の
炭

鉱
、
ダ
ム
な
ど
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
の

は
必
然
で
し
た
」。

原
子
力
発
電
所
や
キ
ュ
ー
バ
の
史
跡
、

故
郷
の
酒
田
に
残
る
庄
内
米
の
倉
庫
跡

な
ど
へ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
広
が
っ
た
。
展
示

も
大
型
プ
リ
ン
ト
に
加
え
て
、
ト
ラ
ン
ス

ペ
ア
レ
ン
シ
ー
に
よ
っ
て
透
過
光
や
バ
ッ

ク
・
ラ
イ
ト
で
見
せ
る
形
式
が
増
え
た
。

「
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
カ
メ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
２
０
０
０
〜
）
は
、
上
部
に
レ
ン
ズ
を
付
け

た
小
屋
型
の
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
車

で
引
い
て
、
各
地
を
巡
り
、
出
会
っ
た

人
々
に
ピ
ン
ホ
ー
ル
の
映
像
を
直
接
体
験

し
て
も
ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

「
建
物
や
部
屋
を
ピ
ン
ホ
ー
ル
・
カ
メ
ラ

に
す
る
試
み
は
、
美
術
館
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
で
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
街
や
公
共
の
場
に
持
ち
出
し
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
町
で
滞

在
制
作
し
た
際
の
人
々
と
の
関
係
や
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
行
っ
た
と
き
に
人
力

３
月
12
日
、
東
京
・
銀
座
と
、
３
月
15
日
、
神
田

に
て
取
材

◎
た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈
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